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次世代ハイパーコンバージェンス
の条件

ソリューション概要
2016 年 3 月

アプリケーションによってインフラ
ストラクチャが決まります。
企業は、さまざまなアプリケーションのニーズに対応できるように、コンピューティング、
ネットワーク、ストレージの各リソース間の関係を最適化する必要があります。従来の仮想
化クラスタ システムは、コンピューティング リソースとストレージ リソースが分離されて
いるため、複雑な SAN テクノロジーと高額なエンタープライズ ストレージ システムが必
要でした。一方 Web スケールのアプリケーションが主に利用するのは、内蔵ディスク スト
レージを搭載したサーバ群です。ここで使用されるアプリケーション ソフトウェアはイン
フラストラクチャを認識し、すべて一体化されたモデルを通じて耐障害性をサポートする
必要があります。

既存のインフラストラクチャ モデルの多くでは、IT 組織の日常的なニーズに対応できま
せん。仮想化環境は、高額なコストと複雑さのために、ビジネス アプリケーションのサ
ポートで期待できる効率性を十分に発揮できずにいます。大半のエンタープライズ アプ
リケーションには、アプリケーションレベルで耐障害性が組み込まれていないため、Web 
スケールのモデルの実現は困難になっています。

第 1 世代のハイパーコンバージェンス
ハイパーコンバージェンスで当初期待されていたのは、幅広いアプリケーションを低コス
トで簡単にサポートすることができ、プラットフォームは拡張性と耐障害性が高く、クラス
タ サーバのローカル ストレージにデータが分散されているというものでした。しかし第 
1 世代のハイパーコンバージェンス製品には妥協点が多かったため、その期待に十分に
は応えることができませんでした。例として次のものが挙げられます。

•	 非効率的なスケーリング：大半の製品はアプライアンス モデルをベースとしており、 
コンピューティング リソースとストレージ リソースは、アプリケーション独自のニーズ
に合わせた割合でなく、固定の割合でしか拡張できませんでした。

•	 不十分なデータ最適化：多くの製品はファイル システムをベースにしていますが、この
ファイル システムは書き込み応答時間の短縮や回転ディスクのパフォーマンス向上を
考慮して設計されていませんでした。また大半の製品では、データの重複除去や圧縮、
省スペースの高速なクローンとスナップショットの作成、シン プロビジョニングなどの
エンタープライズクラスのデータ サービスが提供されていません。

概要

シスコが考える次世代ハイパーコンバー
ジェンスとは
• 今日のハイパーコンバージェンス製品が
もつ短所を克服するための次世代ハイ
パーコンバージド システムの目標を説
明します。

要件
• 相互運用性
• ハイブリッド クラウドのサポート
• データ最適化の自動化
• 幅広い負荷処理のサポート
• インフラストラクチャの完全なコンバー
ジェンス（統合）

• ポリシーベースのセキュリティ
• 柔軟できめ細かい拡張性
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•	 限定的なワークロードのサポート：第 1 
世代のソリューションのハイパーバイ
ザのサポートは限定的で、コンテナ化
されたワークロードやベアメタル ワー
クロードに対するニーズなど、幅広いア
プリケーションの要件への対応が考慮
されていません。

•	 パフォーマンスの問題：クラスタとアプリ
ケーションのパフォーマンスにはネット
ワークが非常に重要ですが、ネットワー
クの詳細は決定されておらず、手作業で
各自の構成を行う必要がありました。

•	 新しい管理サイロ：新しい GUI によっ
てクラスタ ノードの導入と運用が容易
になりましたが、追加された新しいツー
ルでは既存のデータセンターのベス
ト プラクティス（既存ツールの経験）に
従って管理できませんでした。こうした
ツールには、サーバの自動管理といっ
た機能も、プログラム可能なインフラス
トラクチャや高レベルのツールとの統
合をサポートする API もありませんで
した。今日の DevOps 環境にはこれら
の機能が不可欠です。

•	 セキュリティ リスク：ハイパーコンバー
ジド環境は動的な環境が基本ですが、
サーバ間で素早く仮想マシンを移動さ
せるためにセキュリティが犠牲になる
ことがあります。仮想ネットワークは物
理ネットワークとは扱い方が異なるた
め、ネットワーク セキュリティの実装が
困難です。

次世代ハイパーコンバージェン
スの定義
IT 組織がハイパーコンバージド インフラ
ストラクチャに何を求めているかが明確
になっていないため、ハイパーコンバー
ジェンスの定義も難しくなっています。多
くのメーカーは提供している製品を「ハイ
パーコンバージド」と主張していますが、こ
うした製品は機能も欠点も異り、簡単には
比較できません。シスコでは、表 1 に示し
たような欠点を克服するインフラストラク
チャを次世代ハイパーコンバージェンス
の定義として提案しています。

特性 第 1 世代 次世代

相互運用性 • 新しい管理の島（サイロ）が
生まれる

• 孤立したデータはデータ 
センターのベスト プラク
ティスでは管理できない

• 孤立したインフラストラク
チャ 

• 他のクラスタやクラウドと相
互運用できない

• 1 箇所での集中管理
• コンピューティング、ネットワーキン
グ、ストレージの各リソース全体を一 
貫したポリシーで管理し、セキュリ
ティ リスクを削減 

• データセンターのベスト プラクティス
や既存のツールと統合

• ハイブリッド クラウドと統合し、パブ
リック クラウド ストレージをサポート

• 高レベルのツールとの統合性やプロ
グラミング機能を提供するオープン 
API

ハイブリッド  
クラウドのサ 
ポート

• プライベート クラウドの作
成に有効

• ハイブリッド クラウド ソリューション
と統合

データ最適化 • アドオンとして構築された機
能（利用可能な場合）

• 常時有効な統合型エンタープライズ 
ストレージ機能

• データ ライフサイクルの管理

ワークロードの
サポート

• 仮想ワークロードのみ • 仮想ワークロードと広範なハイパー
バイザのサポート

• 軽量なサービスをサポートするコン
テナ化されたワークロード

• ノード上で直接稼働するベアメタル 
ワークロード

インフラストラク
チャのコンバー
ジェンス

• ソフトウェア デファインド  
ストレージ

• ソフトウェア定義によるコンピュー
ティングと構成可能なインフラストラ
クチャ

• ソフトウェア デファインド ネットワー
キング

• ソフトウェア デファインド ストレージ

セキュリティ • 仮想ネットワーク（可視性と
制御性が限定的）

• 自動かつポリシーベース
• アプリケーション階層、アプリケー 
ション インスタンス、テナントが分離

• マイクロセグメンテーションにより、
データセンター内の水平トラフィック
のセキュリティを強化

• 物理サーバと仮想マシンの組み込み
（同等の可視性と制御性）

スケーリング • 融通性の少ないモノリシッ
ク アプライアンス

• すべてのリソースをきめ細かく構成
調整できるマイクロスケーリング

表 1. 次世代ハイパーコンバージェンスの要件



次世代ハイパーコンバージェンスの
条件 

© 2016 Cisco Systems, Inc. All rights reserved. This document is Cisco Public Information. 3 / 5

相互運用性
次世代ハイパーコンバージェンスは、IT 組
織が運営する現在のデータセンターとも
将来のデータセンターとも統合が可能で、
相互運用できる必要があります。そのため
には、次のような機能を備えていなければ
なりません。

•	 一元管理。ローカル データセンター、
企業キャンパス、リモート データセン
ター、エッジ コンピューティング環境の
いずれにもハイパーコンバージェンス
の導入に対応できる必要があります。
管理機能と他のデータセンター ツール
との整合性は維持されます。ハイパー
コンバージド インフラストラクチャは、
ハードウェア アプライアンスやベアメ
タル サーバなどの他のプライベート リ
ソース、データセンター内の別の仮想
サービス、データセンター外のパブリッ
ク クラウド サービスも接続し、ハイブ
リッド クラウド機能を提供できます。

•	 データ ライフサイクル管理。クラスタ
内のデータとそれ以外の組織データと
の統合に役立つ機能によってサポート
されている必要があります。バックアッ
プ操作や非同期レプリケーションをサ
ポートするための高速で省スペースな
スナップショット、ストレージを効率活
用するためのシン プロビジョニング、

今日のアジャイル開発プロセスをサ
ポートするための高速で省スペースな
クローンなどの機能が必要です。

•	 ハイブリッド クラウドのサポート。使い
やすく他のデータセンター インフラス
トラクチャと整合性のあるセルフサー
ビス、管理、チャージバック機能が含ま
れている必要があります。次世代の環
境は、低コストでデータのアーカイブ、
バックアップ、ディザスタ リカバリを行
えるように、パブリック クラウド スト
レージをサポートします。またハイブ
リッド クラウド コンピューティング プ
ラットフォームと統合して他の用途もサ
ポートします。

•	 ポリシーベースの整合性。物理および
仮想インフラストラクチャのストレー
ジ、ネットワーキング、コンピューティン
グという各要素のベストプラクティスを
指定して活用するために必要です。次
世代のインフラストラクチャは、必要な
インフラストラクチャ ポリシーを使用
してアプリケーションのインテントを直
接マッピングします。このアプローチに
よって継続的なサービス提供が促進さ
れると同時に、アプリケーションとテ 
ナント間のセキュアな分離が可能にな
ります。

データ最適化の自動化
ストレージの導入を容易にするために、
特別な調整や設定を必要とせずにデータ
を自動的に最適化できる必要があります。
データはクラスタ内のノードに分散配置
され、パフォーマンスの向上とコストの削
減のために自動的に階層内に配置され
ます。また、常時有効な重複除去および圧
縮機能によって必要なストレージ量が低
減されるため、ハイパーコンバージド ソ
リューションのコスト効率が高まります。

広範なワークロードのサポート
企業のワークロードに応じてインフラスト
ラクチャの要件は異なります。次世代のハ
イパーコンバージェンスでは、すべてのハ
イパーバイザ、コンテナ化された環境、ベ
アメタル ワークロードがサポートされる
必要があります。インフラストラクチャは、
さまざまなワークロードの要件を満たす
ために、スケール アップにもスケール ダ
ウンにも素早く容易に対応します。第 1 世
代のハイパーコンバージェンス製品では 
Web スケール インフラストラクチャをエ
ミュレートしていましたが、ここで使用さ
れたアプリケーションは、同種の一般的な
もので、日常の IT ワークロードほど複雑
ではありませんでした。次世代ハイパー 
コンバージド ソリューションは、幅広い IT 
要件をサポートする必要があります。
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インフラストラクチャの完全なコンバー
ジェンス
コンピューティング、ネットワーキング、ス
トレージの各リソースから、クラスタのソ
フトウェアまで、すべてのリソースがソフト
ウェアで定義される必要があります。 
コンピューティング リソースはソフトウェ
アで構成可能なため、アプリケーション自
体が、拡張に必要なハードウェア要素を作
成できるようになります。ソフトウェア定義
型のネットワーキング機能は、大規模で複
雑なクラスタをサポートするためだけで
なく、さまざまなテナントやアプリケー 
ションを安全に分離するためにも欠かせ
ません。また、次世代のハイパーコンバー
ジェンスは、クラスタのインフラストラク
チャ全体の一元的なゼロタッチ管理が可
能であり、統合コントロールプレーンや、ク
ラスタのアプリケーションを含む他のツー
ルからのアクセスを許可する API を備え
ている必要があります。

ポリシーベースのセキュリティ
次世代のハイパーコンバージド環境では、
自動化されたポリシーベースのセキュリ

ティを活用する必要があります。ポリシー
によって、アプリケーション階層間で許可
されているやり取りが定義され、アプリ
ケーション インスタンスとテナントが安全
に分離されます。

物理ネットワークと仮想ネットワークは容
易に相互接続できるようになり、物理サー
バ、仮想マシン、コンテナ、物理アプライア
ンスの接続の制限もなくなります。また、 
詳細な分離のためのマイクロセグメン
テーションと、高度なサービスによるセグ
メンテーションがサポートされます。仮想
マシンを接続するネットワークは、物理
ネットワークと同様に可視化され、管理者
は実装モデルを問わず同レベルの制御が
可能になります。

柔軟できめ細かいスケーリング
ハイパーコンバージド インフラストラク
チャは、柔軟な拡張性を備えている必要が
あります。この拡張性により、IT 組織はク
ラスタに新しいノードを接続するだけでリ
ソースを追加できます。リソースは自動的
に識別されてクラスタに統合され、ワンク

リックで簡単にサービスで使用できるよう
になります。このアプローチであれば、素
早く簡単にクラスタを拡張することが可能
になり、IT 組織は変化するリソースの要求
に迅速に対応できます。

次世代のインフラストラクチャでは、すべ
てのリソースがきめ細かいスケーリング
に対応するため、ワークロードのニーズに
合わせてインフラストラクチャを調整でき
ます。また、マイクロスケーリングがサポー
トされるため、ストレージを追加しなくて
もノードを追加できます。さらにストレー
ジが必要になった場合は、既存のノード
にディスク ドライブを追加できます。スト
レージのパフォーマンスを向上させる必
要がある場合は、キャッシュ デバイスと大
容量デバイスの割合を調整できます。

クラウド コンピューティングの登場によっ
て、検出されたワークロードのニーズに
合わせて仮想化環境でアプリケーション
の複製や拡張が可能になったように、ハ
イパーコンバージド環境によって、構成可
能なインフラストラクチャを使用してより
多くの物理リソースを作成し、アプリケー
ションを物理的に拡張することが可能に
なります。

マイクロコンバージェンスの 
ビジョン実現に向けて
第 1 世代のハイパーコンバージェンス
では、クラスタ内にコンピューティング リ
ソースとストレージ リソースが統合され、
仮想クラスタの導入プロセスが簡略化さ
れました。シスコが目指している次世代の
ハイパーコンバージェンスでは、すべての
リソースの分離が可能で、これらのリソー
スからクラスタを構築することにより、 
コンピューティング、ネットワーキング、スト
レージ、さらにはパフォーマンス リソース
のバランスを調整およびコントロールで
きます。このビジョンから連想される環境

図 1. シスコの次世代ハイパーコンバージェンスのビジョン

統合データ プラットフォーム

データ サービスと最適化

ファイル Block オブジェクト Hadoop

ベアメタルコンテナ複数のハイパーバイザ

自動化されたインテリジェントな管理 | オープン API

リソースの個別の拡張性
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では、仮想アプリケーションだけではなく、
オペレーティング システム コンテナやベ
アメタル サーバ内のアプリケーションも
サポートされ、クラスタソフトウェアによっ
て作成された安定したプラットフォームを
すべてのアプリケーションが共有します。 
エンタープライズクラスの機能を備えた
高可用性データ エンジンも組み込まれて
います。

2009年に Cisco Unified Computing 
System™（Cisco UCS®）を発表して以来、
シスコはファブリックベースのソフトウェ
ア デファインド コンピューティングを目指
しています。Cisco UCS 管理により、イン
フラストラクチャをコードのように扱うこ
とが可能になり、ハードウェアをソフトウェ
アのようにプログラムできるようになりま
した。システム内の各デバイスの独自要
素や構成設定は、Cisco UCS サービス プ

ロファイルを通じてソフトウェアで定義さ
れ、統合システム コントロール プレーン
には、オープン API を通じてアクセスでき
ます。高性能、低遅延で、自己認識かつ自
己統合型のユニファイド ファブリックを使
用してプラットフォームを構築すれば、ファ
ブリックベースの構成可能なインフラスト
ラクチャを基盤とする環境を簡単に構築
することができます。第 1 世代のハイパー
コンバージェンスによって、ストレージは
再びサーバに内蔵されるようになりまし
た。そしてシスコの新しいファブリックベー
ス ソリューションによって、ネットワーク
がコンピュータに移行されます。このアプ
ローチを通じて、コンピューティング、スト
レージ、ネットワーキングの各リソースの
正確なマイクロコンバージド統合が可能
になり、リソースとアプリケーション ニー
ズの非常に緊密な結合が実現します。

詳細情報
詳しい情報については、 
http://www.cisco.com/jp/go/hyperflex 
をご覧ください。
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